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10 情報 

学校番号 １０１３ 

平成 31 年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報の表現と管理 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 情報の表現と管理（実教出版） 

副教材等 未定 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・相手（見る側）にとって分かりやすい文書・書類の作成を目指しましょう。 

・発表がある授業ですが、少しずつ慣れていきます。積極的な参加をしてください。 

・話し方、態度、発問や応答など、プレゼンテーションについて学んでいきます。 

２ 学習の到達目標 

・文字・画像・映像・音声などの特色や活用法を学ぶ。 

・コミュニケーションやプレゼンテーションの基礎的・基本的な知識と技術を修得する。 

・情報を管理し活用する能力と態度を身に付ける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法)  

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報の各分野に関す
る諸課題について関
心をもち，その改善･
向上を目指して主体
的に取り組もうとす
るとともに，実践的な
態度を身に付けてい
る。 

情報機器を利用し
たプレゼンテーシ
ョンを実施する中
で、適切な書類作成
ができているか。ま
た話し方や応対な
ど、適切に相手に伝
えることができた
かなど、総合的な発
表力を身に付けて
いる。 

相手に伝えるこ
とを念頭におい
た書類及び、スラ
イドの作成がで
きたか。 
また適切な情報
機器の利用が行
えたか。 

情報の各分野に関する
基礎的・基本的な知識
を身に付け、現代社会
における情報及び情報
産業の意義や役割を理
解している。 
情報モラル・セキュリ
ティについても理解し
ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
確認テスト 
単元テスト 
レポート、発表 
相互評価・自己評価 
等 

学習状況の観察 
ノートやワークシ
ートの記述 
確認テスト 
単元テスト 
定期テスト 
レポート、発表 
相互評価・自己評価 
等 

学習状況の観察 
実技テスト 
課題作品 
発表 
等 

学習状況の観察 
ノートやワークシート
の記述 
確認テスト 
単元テスト 
定期テスト 
定期考査の結果 
等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ ｄ 

１
学
期 

第
１
章 

情
報
活
用
と
メ
デ
ィ
ア 

第
２
章 

情
報
の
表
現 

オリエンテーション 

コンピュータの習熟度

や経験、現在の技能や

知識について調査を行

う。 

 

・情報伝達技術を歴史

から理解する。 

・情報伝達の方法と種

類を理解する。 

・個人間のコミュニケー

ションの技法の種類と

特性を理解する。 

・集団で行われるコミュ

ニケーション技法を理

解する。 

・わかりやすい文書の

作成技法を身に付け

る。 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

○ 

a:身の回りの「情報」という概念に

気付くことができたか。伝えたい

内容をまとめることができたか。

文書作成の前提となる資料収集に

積極的に関わったか。興味を持っ

て他人のプレゼンテーションを聴

けたか。 

b:読み手に合わせた文書構造を構築

することができたか。 

適切な文書書式を用いることがで

きたか。状況に応じたコミュニケ

ーション手段を選択できたか。 

c:ワープロ・表計算ソフト・プレゼ

ンテーションソフトなど発表にお

いて使用する各ソフトの基本的な

操作を習熟できたか。基本的なコ

ミュニケーション技法が身に付い

たか。 

d:メディアの種類，特性，発達の過

程を理解できたか。コミュニケー

ションの種類と特性を理解できた

か。コミュニケーションの技法を

理解できたか。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

確認テスト 

実習作品 

定期考査 

２
学
期 

第
２
章 
情
報
の
表
現 

・映像の種類と特性を

理解する。 

・動画ファイルの種類と 

特性を理解する。 

・作品を発表し，相互に

評価する。 

・プレゼンテーションの

意義と活用例を理解

する。 

・全体の流れ(内容の決

定，発表準備，リハー

サル，本番，フィード

バック)を理解する。 

・表現力を高めるため

に，図解の利用やアニ

メーションの設定を行

う。 

・配布資料，発表者用

資料を作成する。 

〇 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

 

○ 

 

〇 

 

 

○ 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

 

〇 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:情報伝達や記録として残しておく

ことが必要な動画像を意識して案

を練ることができたか。発表準備

に積極的に関われたか。発表時に

おける工夫は見られたか。 

 他人のプレゼンテーションを評価

できたか。 

b: 適切な長さの動画像を作成する

ことができたか。ストーリーの組

み立ては適切か。聴衆を意識した

組み立てになっているか。 

c:動画像編集ソフトの使い方に習熟

したか。ストーリーを作成できた

か。機器やソフトウェアの使い方

は適当か。作品は最後まで完成し

ているか。 

d:プレゼンテーションの意義は理解

できたか。プレゼンテーションの

準備や技法について理解できた

か。プレゼンテーションの流れを

体験できたか。 

授業観察 

ノート 

ワークシート 

確認テスト 

実習作品 

定期考査 
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３
学
期 

第
３
章 

情
報
の
管
理 

・ドキュメンテーションの

定義と重要性を理解

する。 

・ドキュメントを共有する

大切さを理解する。 

・セキュリティについて

理解する。 

・個人情報の大切さを

理解し，関連する法規

の理解を深める。 

・身の回りの情報化に

ついて意識し，将来を

考察する。 

・社会の情報化につい

て理解し，将来を考察

する。 

・これからの情報社会に

向けて必要なことを理

解する。 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:さまざまなドキュメンテーション

の違いを意識しながら見ることが

できたか。紙などを使った情報管

理と，コンピュータによる情報管

理の違いを考える姿勢が見られた

か。 

b:用途に応じたドキュメントを選択

することができたか。必要なセキ

ュリティ対策を立てられたか。管

理したい情報に適した管理手法が

とれたか。 

c:形式にあったドキュメントを作成

することができたか。セキュリテ

ィ対策を実施もしくは確認するこ

とができたか。適切な情報管理ソ

フトを活用することができたか。  

d:記録として残すドキュメントの形

式について理解できたか。セキュ

リティの技術が身に付いたか。こ

れからの情報社会における特徴と

課題が理解できたか。 

授業観察 

ワークシート 

発表 

実習作品 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現   c:技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において重点的に評

価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


